
農 業 委 員 会 だ よ り （6）

 

⑥
む
な
か
た
地
域
農
業
活

 

　
性
化
機
構
の
機
能
充
実

　
む
な
か
た
地
域
農
業
活
性

化
機
構
は
宗
像
市
、福
津
市
、

Ｊ
Ａ
む
な
か
た
の
３
関
係
機

関
に
よ
り
平
成
22
年
９
月
に

設
立
さ
れ
、
既
存
の
農
家
の

経
営
改
善
の
み
な
ら
ず
、
農

地
利
用
集
積
事
業
を
は
じ

め
、
新
規
就
農
希
望
者
へ
の

就
農
支
援
、
地
元
農
産
物
の

消
費
拡
大
、
担
い
手
農
家
の
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こ
の
建
議
書
は
、
市
の
農

業
振
興
施
策
と
農
業
経
営
の

安
定
を
図
る
た
め
、
同
委
員

会
が
農
業
者
の
公
的
代
表
機

関
と
し
て
、
農
業
の
重
点
施

策
を
谷
井
市
長
へ
提
言
す
る

も
の
で
す
。

　
内
容
は
次
の
①
〜
⑦
の
項

目
で
す
（
原
文
の
ま
ま
）。

　

市
農
業
委
員
会
の
釜
瀬
博
志
会
長
が
昨
年
��
月 

��
日
、
谷
井
博
美
市
長
へ
市
農
業
政
策
に
関
す
る
建

議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

①
担
い
手
対
策

　
市
の
基
幹
産
業
の
担
い
手

で
あ
る
農
家
の
戸
数
が
減
少

す
る
中
、
後
継
者
不
足
問
題

は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市

に
お
い
て
は
農
業
経
営
基
盤

の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基

本
的
な
構
想
や
宗
像
市
農
業

振
興
計
画
の
策
定
が
な
さ

れ
、
農
業
の
振
興
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
実
践
的
な
行
動

に
は
い
ま
だ
至
っ
て
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
、
具

体
的
実
施
に
よ
り
、
認
定
農

業
者
や
農
業
法
人
等
の
参
入

を
推
進
し
、
若
い
後
継
者
の

育
成
・
確
保
を
行
い
、
生
き

が
い
・
働
き
が
い
の
あ
る
農

業
へ
の
支
援
を
図
ら
れ
た
い

（
例
え
ば
、
宗
像
の
地
域
性

を
生
か
し
た
宗
像
型
担
い
手

の
育
成
等
）。

　
ま
た
、
担
い
手
が
営
農
に

取
り
組
み
や
す
い
よ
う
水

路
、
農
道
等
の
農
業
環
境
の

早
期
整
備
を
図
ら
れ
た
い
。

 
②
補
助
事
業
な
ど

　
　
　
　
　
助
成
の
充
実

　
農
業
者
が
効
率
的
、
安
定
的

か
つ
継
続
的
に
農
業
経
営
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
各
種
条
件
整

備
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
独
力
で
整
備
す
る
に

は
経
済
的
困
難
が
伴
う
と
思
わ

れ
る
。

　
従
っ
て
、
市
と
し
て
も
地
元

産
業
の
育
成
と
環
境
保
持
を
含

め
た
農
業
の
安
定
的
、
継
続
的

発
展
の
た
め
に
、
国
県
等
の
補

助
事
業
の
効
率
的
な
実
施
と
と

も
に
補
助
事
業
の
追
加
措
置
に

と
ら
わ
れ
な
い
宗
像
市
独
自
の

実
施
計
画
に
基
づ
い
た
支
援
、

助
成
と
し
て
の
補
助
制
度
の
確

立
を
願
い
た
い
。

 

③
い
の
し
し
被
害
対
策

　
近
年
、
い
の
し
し
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
が
顕
著
に

な
っ
て
い
る
。
農
家
に
と
っ

て
は
丹
精
に
育
て
た
作
物
を

一
夜
に
し
て
荒
ら
さ
れ
る
心

情
は
、
作
物
の
被
害
の
み
な

ら
ず
、
栽
培
意
欲
も
損
な
わ

れ
耕
作
を
放
棄
す
る
例
も
見

受
け
ら
れ
る
。

　
市
は
、
被
害
状
況
等
を
的

確
に
把
握
し
防
御
や
捕
獲
に

つ
い
て
の
補
助
金
の
拡
充
を

含
め
抜
本
的
な
対
策
を
早
急

に
講
じ
る
よ
う
願
い
た
い
。

 

④
地
域
農
業
の
活
性
化

　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

（
特
産
品
）
や
６
次
産
業
を

強
力
に
推
進
し
他
の
地
域
と

は
異
な
る
「
む
な
か
た
ブ
ラ

ン
ド
」
の
創
設
を
行
い
、
さ

ら
に
市
長
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
マ
ン
と
な
り
販
売
の
促
進

に
あ
た
ら
れ
た
い
。

 

⑤
女
性
農
業
者
支
援

　
現
代
の
農
業
の
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
女
性
の

地
位
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

し
、
女
性
が
自
主
的
に
活
躍

で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を

図
る
と
と
も
に
地
域
社
会
へ

の
積
極
的
な
参
画
と
公
職
へ

の
登
用
を
促
進
さ
れ
た
い
。

谷井市長（右端）へ建議書を手渡す釜瀬会長（左端）

農業の振興施策と経営の安定を農業の振興施策と経営の安定を
〜建議書を市へ提出〜

▽田
締結（公告）
された地区名 農地区分 平均額

（円）
最高額
（円）

最低額
（円） データ数 無償数

吉武地区
農用地 10,100 12,000 9,000 26

13
その他 10,700 12,000 10,000 3

赤間地区
農用地 9,300 15,100 5,000 37

7
その他 8,700 9,000 8,300 5

河東地区
農用地 7,500 12,000 4,000 42

17
その他 7,000 7,000 7,000 1

南郷地区
農用地 9,300 12,000 4,000 117

34
その他 5,800 10,000 4,000 6

東郷地区
農用地 9,100 11,000 4,000 124

10
その他 9,300 11,000 7,000 17

田島地区
農用地 9,700 10,000 5,000 49

7
その他 10,000 10,000 10,000 2

神湊地区
農用地 7,500 10,000 5,000 2

4
その他 3,900 3,900 3,900 1

池野地区
農用地 7,500 12,000 6,000 49

21
その他 9,000 11,700 3,000 7

岬地区
農用地 5,300 10,000 5,000 19

10
その他 5,000 5,000 5,000 1

市全体
農用地 8,800 15,100 4,000

508 123
その他 7,700 12,000 3,000

経
営
改
善
支
援
等
の
事
業
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、
む
な
か
た
地
域
農

業
活
性
化
機
構
が
地
域
農
業

の
核
と
な
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
の
収
集
を
行
い
、
機

能
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
末
端
組
織
（
特
に
農
事

組
合
）
と
の
連
携
協
力
に
よ

り
、
更
な
る
具
体
的
な
推
進

体
制
の
整
備
強
化
を
図
ら
れ

た
い
。
特
に
、
農
地
利
用
集

積
事
業
に
お
い
て
は
、
耕
作

放
棄
化
す
る
農
地
に
対
し
て

【市地域別
農地賃借料情報】

利
用
調
整
等
、
関
係
機
関
と

の
協
力
に
よ
り
早
急
の
対
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

 

⑦
地
産
地
消
の
推
進

　
生
活
水
準
が
向
上
し
多
様

な
食
生
活
が
楽
し
め
る
一

方
、
近
年
、
食
料
、
特
に
農

産
物
の
安
全
に
対
す
る
不
信

感
が
あ
る
。
今
こ
そ
安
心
安

全
な
地
元
農
産
物
の
増
産
に

努
め
、
地
域
内
特
に
学
校
や

＊農地区分の農用地は農振農用地、その他は農振農用地外農地と市街化農地

　昨年１月から12月までに締結（公告）さ
れた賃貸借の賃借料。水準（10a当たり）
は下表のとおりです。

直
売
所
等
へ
の
食
・
農
教
育

の
支
援
や
連
携
強
化
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。


